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大 阪 大学 看 護 学 雑 誌Vo1.14No.1(2008)

編 集 後 記

今年 もこうして皆様へ、大阪大学看護学雑誌第14巻 第1号 をお届けで きることを、編集委員のひ とり

としてたいへん うれ しく思って います。今年は、原著1本 、報告3本 の投稿論文が あり、加えて格調高

い巻頭言 と4名 の方々の新任特集が組まれてお ります。

お忙 しいお仕事の合間をぬって査読の任 をお引き受 けいただいた皆様方 に、この場をお借 りしてお礼

を申し上げた いと思います。あ りがとうございました。

また、私事で恐縮ですが、このたび5年 間勤めた大阪大学 を辞 し、愛媛大学に異動することにな りま

した。ちょうど編集委員 として2年 間の任期を全 うする ことができ、こち らのほうも安堵 してお ります。

この2年 間、いわゆる 「紀要」というある意味特殊な位置づけにある雑誌の編集作業 にかかわるなか

で、私な りに多 くの学びや発見があ りました。一般的な学術雑誌 には起 こりえないようなコンフ リク ト

やジ レンマが、こうした雑誌にはときに生じやすいようにも思いますが、まずは論文投稿の最初のステ ッ

プとして、とくに学生さんたちや若手の研究者のみなさん、臨床でがんばってお られ るナースの方々に、

この場を大いに活用 していただければ幸いです。

最後 にな りましたが、本雑誌の益々の発展 と、病院看護部 と保健学科看護学専攻 との連携のさ らなる

強化を祈念 して、編集後記の結びとさせていただきます。
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